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研究成果の概要（和文）：東日本大震災や原発問題をきっかけに注目度が高まっていた巨大噴火（噴出量が10 
km3以上の噴火）が、ある離れた２火山で同時あるいは連続して発生したと思われる事例（地層）が世界各地で
観察できるため、それらの正否などを詳しく検証するのが本研究の目的である。国内外の５つの事例（地層）に
ついて、現地調査・試料採取と、試料の室内分析を行った結果、同時期噴火と認定できる事例はなく、いずれも
数十年～数百年以上の間隔を経て巨大噴火が発生していたと結論できる。ただし１例については、時間を見積も
る基準となる「地磁気極の変化速度」が早い時期の噴出物であることが分かり、数十年よりも短い間隔で発生し
た可能性が残る。

研究成果の概要（英文）：Several cases of "simultaneous super eruptions" have been suggested based on
 geologic observations of ash layers in the world volcanoes. I verified about the 5 examples (in 
Japan and New Zealand) by using paleomagnetic directions and secular variation that provides a 
unique quantitative assessment.The data infer that there is no evidence of simultaneous eruptions 
but each eruption occurred with considerable time gaps of tens to hundreds years. One example 
occurred during a geomagnetic excursion that is a brief event with a faster rate of magnetic pole 
wandering. This example should be more investigated to estimate correct time gap with high 
resolution in future.

研究分野：火山学、地質学、岩石学、古地磁気学

キーワード： 火山　噴火　古地磁気　地質学　編年学　火山灰
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研究成果の学術的意義や社会的意義
歴史上において、巨大噴火の目撃例自体がほとんどない。これまで地層だけを見て「同時巨大噴火」と指摘され
ていた事例について、はじめて定量的データを基に解析し、同イベントは地球上で一般的な事象ではないことを
明らかにした。未知の噴火現象について、定量的な評価を与えたことは、防災対策などの社会的要請にも資する
成果である。また、本研究で開発したこの定量法（すなわち、当時の地磁気方位の差と地磁気極の変化速度から
経過時間を見積もる方法）は、巨大噴火に限らず火山灰全般に適用可能であり、今後、火山学、地質学、編年学
などの学術分野の進展に大きく貢献しうるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
巨大噴火（＝噴出量が 10 km3以上の噴火）は、現代の観測事例がほとんどないことから、実際

にどのような現象や災害が起こりうるのか不明な点が多い。しかし、2011 年 3 月 11 日に東日
本を襲った巨大地震や原発事故による二次災害の危機が認知されたのをきっかけに、将来起こ
りうる巨大噴火についても理解を深めることが社会的にも求められている。 
 
２．研究の目的 
過去の巨大噴火について、同時発生イベントの有無などを定量的に検証する。 

 
３．研究の方法 
（1）概要： 
地層の積み重なり方から同時発生の可能性があると思われる国内外の巨大噴火堆積物を対象

に、古地磁気学的手法を適用して同時性を確かめる（図 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2）具体的手順： 
①文献調査により同時巨大噴火の可能性がある事例の候補を挙げ、②当該事例について火山灰

層の定方位サンプリングを行う（図２）。③得られた試料の古地磁気方位を、消磁装置と磁力計
によって決定し、④地磁気の永年変化率も加味しながら、各事例について同時性や噴火時間間隙
を求める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

BA

時間

地磁気
永年変化量

巨大噴火B
（火山灰）

巨大噴火A
（火山灰） 古地磁気方位

A,B

時間

地磁気
永年変化量

古地磁気方位

時間間隙を検出

検出できず
＝同時噴火

巨大噴火B
（火山灰）

巨大噴火A
（火山灰）

 
図 1. 古地磁気方位から時間間隙を見積もる概念図． 
上段：２層（Aと B）の古地磁気方位が異なる場合． 
下段：２層の古地磁気方位が一致する場合． 
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図 2. 定方位サンプリング器具模式図 



４．研究成果 
先行研究をレビューし、北海道の十勝火砕流と阿寒火砕流（約 130 万年前）、ニュージーラン

ド北島の Ohakuri 火砕流と Mamaku 火砕流（約 24 万年前）、阿蘇 4 火砕流（九州）と屈斜路 2/3
火砕流（北海道：約 9 万年前）、Kurile Lake 火砕流と Tao-Rusyr 火砕流（千島列島～カムチャ
ッカ半島：約 7,600 年前）、そして摩周火砕流（北海道）と幸屋火砕流（薩南諸島：約 7,400 年
前）、の５ペアが同時巨大噴火イベントの可能性がある候補に挙げた。 
アクセスが困難であった千島列島を除く４ペアについて、現地調査・サンプリングと室内分析

を行って検証したが、確実に同時噴火と認定できる例は見いだせなかった。ニュージーランドの
Ohakuri 火砕流と Mamaku 火砕流については、いずれも共通して地磁気エクスカーション・イベ
ントの比較的短い期間中の噴火であることが分かった。地磁気エクスカーション・イベント中は、
地磁気の永年変化速度が比較的大きいと考えられているため、今後、より詳細な検証が必要であ
るが、これまでに得られたデータからは、巨大噴火の同時発生イベントは地球上で一般的な事象
ではないことが分かった。 
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